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   We report our experience of transurethral ureterolithotripsy using a rigid ureteroscope 
on 18 ureteral calculus patients between November, 1985 and July, 1986. The stones could be 
successfully removed in 3 of the 10 cases of upper ureteral calculi and in all 8 cases of lower 
ureteral calculi. In this series, transurethral ureterolithotripsy proved to be valuable for the 
lower ureteral calculus. However, the device still needs to be improved for upper ureteral 
calculi.









1985年II月よ り1986年7月ま で に 当 院 で 行 な った
TULの 症 例 は18例で,そ の うち,2回 行 な った の が














柏原 ・ほか:硬 性尿管鏡 ・TUL




































































ているが置・2),われわれ が気付いた点 についてい くつ
か以下に述ぺる.
i)術前処置として,ラ シックス入 りの点滴を数 日
間行なう.この目的は,で きれば下部尿管に結石を下

































































き,かつ,捕獲 し,尿道外へ摘出,あ るいは,少 なく










































































改 魯 … … …8例(4)†
不 変 … … …2例(z)・ 。
悪 化 … ……o例
























ヵ月にIVPを撮 り,術前 と比較 したが,Table4の
ごとく,改善8例,不 変2例,悪 化0例,不 明1例で
あった.不変の2例はいずれも小結石が壁内尿管にひ
っかかっており,現在,経過観察中である.尿管粘膜
などを損傷 した症例で は,全 例,尿 管の狭窄を認め








































後のIVPを 比較 したが,術 後i週 ～2ヵ月とまだ短
期間であるが,狭窄は認めていない.今後,長 期に追
跡していきたいと考えている.また,TULを2回 行
なった症例が2例 あ り,1回 目のTUI・後3週 間目
と,2ヵ 月目にそれぞれ行なったが,尿管 口や尿管に
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